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は
じ
め
に

　

平
成
二
十
六
年
に
は
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」、
平
成

二
十
七
年
に
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
が
世
界
遺
産
（
文
化

遺
産
）
に
登
録
さ
れ
た
。
明
治
期
の
近
代
化
遺
産
が
文
化
財
と
し
て

登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た
軍
事
施
設

に
つ
い
て
は
、
文
化
財
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
我
が
国
を
振
り
か
え
る
重
要
な
歴
史
的
構
造
物
と
し
て
、
平

成
二
十
五
年
に
横
須
賀
市
に
存
在
す
る
「
猿
島
要
塞
」
と
「
千
代
ヶ

崎
砲
台
」
が
国
史
跡
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
軍
事
遺
構
に
対
す
る
認

識
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

神
奈
川
県
に
は
、明
治
期
に
お
い
て
軍
事
要
塞
が
多
く
建
設
さ
れ
、

現
在
も
多
く
在
地
し
て
い
る
。
横
須
賀
市
観
音
崎
公
園
内
に
は
複
数

の
砲
台
跡
が
残
さ
れ
、
手
に
触
れ
る
こ
と
も
可
能
な
状
況
に
整
備
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
周
辺
地
区
に
も
幾
つ
か
の
軍
事
施
設
が
点

在
し
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
横
須
賀
市
走
水
に
あ
る
走
水
低
砲
台
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跡
が
市
民
に
も
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
海
上
に
建
設
さ
れ
た
海
堡
と
呼
ば
れ
る
要
塞
は
、
百
年

以
上
の
間
、
人
の
目
に
つ
く
こ
と
も
な
く
無
人
島
の
ま
ま
放
置
さ
れ

た
。
陸
上
に
建
設
さ
れ
た
砲
台
と
は
異
な
る
運
命
を
背
負
っ
た
構
造

物
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
三
つ
の
海
堡
に
つ
い
て
、
軍
事
遺
構
で

は
な
く
土
木
遺
産
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　

第
一
海
堡
は
、
千
葉
県
富
津
岬
の
先
端
の
浅
瀬
に
建
設
さ
れ
、
今

で
も
砲
台
や
掩え
ん

体た
い

壕ご
う

お
よ
び
地
下
通
路
な
ど
の
要
塞
跡
が
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
。
第
二
海
堡
は
富
津
岬
の
沖
合
水
深
約
十
メ
ー
ト

ル
の
海
中
に
建
設
さ
れ
、
現
在
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
砲
台
、
掩

体
壕
と
地
下
通
路
等
の
施
設
及
び
外
周
護
岸
一
部
が
要
塞
の
形
状
を

保
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
波
浪
に
伴
う
護
岸
崩
壊
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
島
全
体
が
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。
第
三
海
堡
は
横
須
賀

市
観
音
崎
と
第
二
海
堡
の
区
間
を
ほ
ぼ
二
等
分
す
る
地
点
に
計
画
さ

れ
、当
時
、世
界
最
先
端
と
い
わ
れ
た
技
術
に
よ
り
水
深
三
十
九
メ
ー

ト
ル
の
大
水
深
海
域
に
建
設
さ
れ
た
。
し
か
し
関
東
大
震
災
に
よ
っ

て
大
き
く
崩
壊
し
、
一
部
が
海
面
上
に
干か
ん

出し
ゅ
つす
る
だ
け
に
な
っ
て
い

た
が
、
東
京
湾
を
出
入
す
る
船
舶
の
航
行
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
平
成
十
九
年
に
撤
去
さ
れ
た
。

　

一
．
明
治
期
の
東
京
湾
海
防
と
東
京
湾
海
堡
計
画

　

海
堡
と
は
、
海
中
を
埋
め
立
て
て
人
工
の
島
を
造
り
、
そ
の
上
に

砲
台
を
築
い
た
軍
事
施
設
で
、一
般
に
港
や
湾
内
を
防
衛
す
る
た
め
、

そ
の
入
口
付
近
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
堡
は
、
慣
用
読
み

で
「
か
い
ほ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
正
し
く
は
「
か
い
ほ
う
」
と

読
む
。
堡
（
ほ
う
）
は
砦
を
意
味
す
る
。
幕
末
期
の
安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
に
品
川
沖
に
築
か
れ
た
品
川
台
場
、
鹿
児
島
市
街
沖
合
の

岩
礁
に
築
か
れ
た
弁
天
波
戸
台
場
な
ど
が
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の

海
堡
と
さ
れ
る
⑴
。

　

幕
末
期
の
江
戸
幕
府
は
、
江
戸
を
防
衛
す
る
た
め
に
東
京
湾
（
当

時
江
戸
湾
と
呼
称
）
入
口
付
近
に
多
数
の
台
場
を
築
い
て
い
た
が
、

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
ペ
リ
ー
艦
隊
が
来
航
し
江
戸
湾
内
に
侵
入

し
た
こ
と
に
よ
り
、
湾
沿
岸
の
台
場
の
み
で
は
艦
船
の
侵
入
を
防
止

で
き
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
急
遽
、
品
川
の
沖
合
に
品
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川
台
場
が
築
か
れ
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
政
府
に
な
っ
て
か
ら
、
対
外
防
衛
の
た
め
、
東
京

湾
へ
の
敵
艦
隊
侵
入
の
阻
止
を
目
的
と
し
て
海
堡
と
呼
ば
れ
る
海
上

砲
台
の
建
設
を
計
画
し
た
。
陸
軍
は
、
首
都
東
京
と
横
須
賀
軍
港
な

ど
を
防
護
す
る
た
め
に
は
、
東
京
湾
入
口
の
沿
岸
に
築
い
た
砲
台
だ

け
で
は
、
砲
の
射
程
上
、
敵
艦
船
の
侵
入
を
防
止
で
き
な
い
と
し
て
、

東
京
湾
入
口
海
上
に
三
ヶ
所
の
海
堡
を
築
い
た
の
で
あ
る
⑵
。
す
な

わ
ち
、
東
京
湾
内
の
最
狭
部
で
あ
る
千
葉
県
富
津
岬
と
神
奈
川
県
走

水
の
間
に
、
湾
奥
か
ら
第
一
海
堡
、
第
二
海
堡
、
第
三
海
堡
を
築
い

た
の
で
あ
る
。

　

二
．
東
京
湾
要
塞
建
設
と
海
堡
建
設
位
置
の
選
定

　
　
　
　

東
京
湾
要
塞
の
建
設
経
緯

　

東
京
湾
要
塞
に
つ
い
て
は
原
剛
氏
の
『
明
治
期
国
土
防
衛
史
』⑶

に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、
山
県
有
朋
は
「
軍

備
意
見
書
」
を
提
出
し
、
日
本
列
島
の
要
所
に
海
岸
砲
台
を
築
く
こ

と
を
提
案
し
た
。
本
格
的
な
東
京
湾
要
塞
建
設
計
画
の
始
ま
り
で
あ

る
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
陸
軍
省
参
謀
局
に
海
岸
防
御
取
調

委
員
を
設
置
し
、
東
京
湾
口
の
砲
台
建
設
地
の
調
査
を
開
始
し
て
い

る
。

　

引
き
続
き
全
国
の
海
岸
防
御
地
点
の
調
査
に
着
手
し
、
全
国
海
岸

の
う
ち
重
要
な
防
御
地
点
は
、
第
一
に
東
京
湾
海
門
、
第
二
に
大
阪

湾
・
紀
淡
海
峡
、
第
三
に
下
関
海
峡
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
東
京

湾
海
門
か
ら
ま
ず
着
手
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に
東
京
湾
海
門
の
中

で
も
第
一
に
観
音
崎
、
第
二
に
猿
島
、
第
三
に
富
津
岬
の
順
で
着
工

す
べ
き
で
あ
る
と
具
申
し
て
い
る
。

　
　
　
　

東
京
湾
要
塞

　

東
京
湾
要
塞
は
、
首
都
東
京
お
よ
び
横
須
賀
軍
港
を
防
衛
す
る
た

め
に
東
京
湾
口
部
に
建
設
さ
れ
た
砲
台
群
で
あ
る
。
東
京
湾
要
塞
の

建
設
は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
観
音
崎
第
二
砲
台
の
建
設
着

工
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
着
工
は
、
東
京
湾
要
塞
だ
け
で
な
く
、
日
本

に
お
け
る
近
代
要
塞
砲
台
建
設
の
先
駆
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

砲
台
の
う
ち
、
上
陸
し
て
砲
台
の
背
面
か
ら
攻
撃
す
る
敵
を
防
御

す
る
任
務
を
持
つ
も
の
を
堡
塁
と
称
し
、
海
面
の
敵
艦
船
を
砲
撃
す
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る
任
務
を
持
つ
も
の
を
単
に
砲
台
も
し
く
は
海
岸
砲
台
と
称
し
、
陸

正
面
・
海
正
面
両
方
に
対
処
す
る
任
務
を
も
つ
も
の
を
堡
塁
砲
台
と

称
し
て
い
る
。
東
京
湾
要
塞
に
は
二
十
四
の
砲
台
が
建
設
さ
れ
、
そ

の
内
訳
は
、「
横
須
賀
軍
港
を
直
接
防
御
す
る
も
の
」が
六
砲
台
、「
東

京
湾
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
も
の
」
が
十
五
砲
台
、「
そ
れ
ら
砲
台

の
背
後
を
防
御
す
る
も
の
」
が
三
砲
台
で
あ
る
。

　

横
須
賀
軍
港
を
直
接
防
御
す
る
砲
台
と
し
て
は
、
夏な
つ

島し
ま

、
笹さ
さ

山や
ま

、

箱は
こ

崎ざ
き

低
、
箱
崎
高
、
波
島
、
米よ
ね

ヶが

浜は
ま

が
建
設
さ
れ
た
。

　

東
京
湾
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
の
砲
台
と
し
て
は
、
猿さ
る

島し
ま

、
富ふ
っ

津つ

元も
と

洲す

、
走
は
し
り

水み
ず

低
、
走
水
高
、
花は
な

立た
て

台
、
三さ
ん

軒げ
ん

家や

、
観
音
崎
第
一
、
観

音
崎
第
二
、
観
音
崎
第
三
、
観
音
崎
第
四
、
観
音
崎
南
門
、
千
代
ヶ

崎
、
第
一
海
堡
、
第
二
海
堡
、
第
三
海
堡
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
砲
台
の
背
後
を
防
御
す
る
堡
塁
は
、
小
原
台
、
大
浦
、
腰

越
で
あ
る
。

　

東
京
湾
要
塞
の
二
十
四
砲
台
の
う
ち
、
堡
塁
は
三
ヶ
所
、
堡
塁
砲

台
は
一
ヶ
所
で
あ
る
。
図
１
は
、
東
京
湾
要
塞
の
配
置
図
を
示
す
。

第
一
海
堡
、
第
二
海
堡
、
第
三
海
堡
は
、
東
京
湾
要
塞
の
な
か
で
、

図１　東京湾要塞配置図
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「
東
京
湾
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
機
能
」
を

担
務
と
し
て
、
湾
口
狭
窄
部
に
約
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
間
隔
に
配
置
さ
れ
る
重
要
な
位
置

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　

海
堡
の
建
設

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
八
月
、
富
津

海
堡
（
後
の
第
一
海
堡
）
の
工
事
が
開
始
さ

れ
、
同
年
十
一
月
に
横
須
賀
港
沖
合
の
猿
島

砲
台
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
千
葉

県
富
津
元
洲
砲
台
、
横
須
賀
市
観
音
崎
第
三

砲
台
の
工
事
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
着
々
と

東
京
湾
口
に
砲
台
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。

　

第
一
海
堡
は
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
明
治

二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
竣
工
し
、
そ
の

前
年
の
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
第
二
海
堡
の
建
設
が
着
工

す
る
。
人
工
島
で
あ
る
基
礎
部
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に

竣
工
し
た
。
第
二
海
堡
着
工
の
三
年
後
の
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
に
第
三
海
堡
の
建
設
が
着
工
し
た
。

　

そ
の
後
、
何
度
も
の
台
風
に
よ
る
波
浪
で
破
壊
、
復
旧
さ
れ
な
が

ら
、
二
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
第
二
海
堡
が
大
正
三
年（
一
九
一
四
）

に
竣
工
し
、
二
十
九
年
か
け
て
第
三
海
堡
が
大
正
十
年（
一
九
二
一
）

に
竣
工
し
た
。

　

三
海
堡
そ
れ
ぞ

れ
の
満
潮
面
で
の

面
積
は
、
第
一
海

堡
が
二
万
三
千
平

米
、
第
二
海
堡
が

そ
の
一
・
八
倍
の

四
万
一
千
平
米
、

第
三
海
堡
は
第
一

海
堡
と
同
程
度
の

二
万
六
千
平
米
で

あ
る
。

　

三
つ
の
海
堡
建

写真３　第二海堡全景

写真４　第二海堡護岸部断面図
〔資 料〕　�「日本帝国海堡建築之方法及景況説明書」⑷ の第

２図、米国公文書館蔵
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設
の
中
で
、
も
っ
と
も
大
き
な

要
素
と
な
っ
て
い
る
の
が
水
深

で
あ
る
。
第
一
海
堡
地
点
の
水

深
は
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
第
二

海
堡
は
約
十
メ
ー
ト
ル
、
第
三

海
堡
は
三
十
九
メ
ー
ト
ル
も

あ
っ
た
。
水
深
が
深
く
な
る
に

つ
れ
て
、
施
工
の
難
易
度
は
高

く
な
る
が
、
さ
ら
に
潮
流
が
早

い
地
点
で
あ
る
こ
と
が
工
事
を

難
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
潮

流
の
早
さ
は
、
第
一
海
堡
の
場
所
で
一
・
〇
メ
ー
ト
ル
毎
秒
、
第
二

海
堡
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
毎
秒
、
第
三
海
堡
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
毎

秒
と
、
第
三
海
堡
の
地
点
の
潮
流
が
一
番
早
い
。

　

捨
石
の
量
を
比
べ
る
と
、
水
深
の
深
さ
に
よ
っ
て
そ
の
量
が
大
き

く
違
っ
て
い
る
。
第
一
海
堡
が
約
七
万
三
千
立
米
の
捨
石
に
対
し
、

第
二
海
堡
は
そ
の
六
・
七
倍
の
四
十
九
万
立
米
、
第
三
海
堡
は
三
十

八
倍
の
二
百
七
十
八
万
立
米
も
の
石
を
投
入
し
て
い
る
。
石
材
の
量

だ
け
の
比
較
で
あ
っ
て
も
、
第
三
海
堡
が
第
一
海
堡
に
く
ら
べ
て
大

工
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
海
堡
は
、
二
十
七
セ
ン
チ
加か

農の
う

砲ほ
う

六
門
（
中
央
部
二
門
、
左

右
翼
各
二
門
）、
十
五
セ
ン
チ
加
農
砲
八
門
（
二
門
入
り
）、
探
照
灯

一
基
、
水
雷
用
探
照
電
灯
一
基
が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

図２　第二海堡平面図（『日本築城史』巻頭）

写真５　関東大震災直後の第二海堡

写真６　関東大震災直後の第三海堡
「震災飛行偵察報告ノ件」1923年9月9日
日本海軍撮影　防衛研究所蔵
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三
．
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
害
と
そ
の
後
の
利
用

　
　
　
　

関
東
大
震
災
の
被
害

　

第
二
海
堡
上
部
構
造
竣
工
の
九
年
後
の
大
正
十
二
年（
一
九
二
三
）

九
月
一
日
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
三
箇
所
の
東
京
湾
海
堡
は
大

き
な
被
害
を
受
け
た
。
同
年
十
一
月
に
作
成
さ
れ
た
「
東
京
湾
要
塞

防
禦
営
造
物
ノ
震
害
ニ
関
ス
ル
調
査
並
研
究
」
で
は
、
東
京
湾
海
堡

の
震
害
を
ま
と
め
て
い
る
⑸
。「
各
海
堡
の
基
礎
の
崩
壊
状
況
は
、

水
深
に
比
例
し
て
い
る
。
第
一
海
堡
の
基
礎
部
の
崩
壊
は
極
め
て
少

な
い
。
第
三
海
堡
の
防
波
壁
は
全
部
、
転
覆
し
て
い
る
。
第
二
海
堡

の
基
礎
部
の
崩
壊
状
況
は
、
そ
の
中
間
で
あ
る
。
第
三
海
堡
の
基
礎

部
の
崩
壊
が
著
し
い
の
は
、
第
一
に
は
、
捨
石
量
が
多
く
、
そ
れ
ら

が
移
動
、
空
隙
縮
小
、
海
中
へ
の
転
落
を
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
高
さ
幅
比
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」

　

砲
台
な
ど
の
主
要
部
は
残
っ
て
い
た
が
、
東
京
湾
海
堡
が
修
復
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
、
大
正
十
二
年
時
点
で
は
、
大
砲
の
技
術
革
新
に

よ
り
射
程
距
離
が
伸
び
た
た
め
陸
上
か
ら
着
弾
可
能
と
な
り
、
東
京

湾
入
口
に
設
置
し
た
海
堡
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

従
っ
て
東
京
湾
海
堡
は
、
そ
の
後
も
修
復
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
波
浪

に
さ
ら
さ
れ
、
崩
壊
が
進
み
、
半
ば
暗
礁
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

第
二
海
堡
は
既
設
の
砲ほ
う

塔と
う

砲ほ
う

・
隠い
ん

顕け
ん

砲ほ
う

と
も
使
用
困
難
と
な
り
全

て
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
二
十

七
セ
ン
チ
隠い
ん

顕け
ん

加か

農の
う

砲ほ
う

四
門
お
よ
び
十
五
セ
ン
チ
砲ほ
う

塔と
う

加か

農の
う

砲ほ
う

一
基

の
撤
去
工
事
が
完
了
し
た
。
残
っ
た
中
央
の
二
十
七
セ
ン
チ
砲
塔
加

農
砲
は
ず
っ
と
遅
れ
て
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
撤
去
工
事
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
第
二
海
堡
の
砲
は
全
て
が
撤
去
さ
れ
た
。

　
　
　
　

関
東
大
震
災
後
の
利
用

　

跡
地
は
、
昭
和
に
入
り
海
軍
が
探
照
灯
や
水
中
聴
測
訓
練
所
な
ど

と
し
利
用
さ
れ
た
。
海
軍
は
対
米
開
戦
以
前
か
ら
、
横
須
賀
軍
港
お

よ
び
関
連
重
要
施
設
を
護
る
た
め
、
周
辺
の
要
地
で
あ
る
荒
崎
、
猿

島
、
衣
笠
、
小
坪
な
ど
に
防
空
砲
台
を
設
置
し
、
海
兵
団
に
担
当
さ

せ
て
い
た
が
、
対
米
関
係
が
緊
迫
し
て
来
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）
に
、
さ
ら
に
武
山
砲
台
、
小
原
台
堡
塁
、
第
二
海
堡
な
ど
に
も

防
空
砲
台
（
高
角
砲
）
の
建
設
工
事
を
開
始
し
た
。

　

第
二
海
堡
防
空
砲
台
は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
米
軍
艦
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載
機
の
来
襲
に
際
し
て
対
空
戦
闘
を
実
施
し
た
⑹
。
十
二
・
七
セ
ン

チ
連
装
高
角
砲
二
基
が
据
え
ら
れ
た
場
所
は
、
十
五
セ
ン
チ
砲
塔
砲

を
撤
去
し
た
跡
を
利
用
し
た
も
の
で
、
明
治
期
に
築
造
さ
れ
た
砲
座

上
に
、
昭
和
期
の
高
角
砲
が
設
置
さ
れ
た
稀
有
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

敗
戦
後
の
連
合
軍
に
よ
る
破
壊

　

本
節
は
、『
富
津
市
富
津
第
二
海
堡
跡
調
査
報
告
書
』⑺ 

第
二
章
第

八
節
（
原
剛
氏
の
執
筆
）
の
一
部
を
転
載
す
る
。

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
日
本
は
連
合
国
に
降
伏
し
た
。

連
合
国
最
高
司
令
官
の
要
求
事
項
が
手
交
さ
れ
、
そ
の
要
求
事
項

第
三
号
に
、「
連
合
国
軍
の
先
遣
隊
が
東
京
湾
地
域
に
進
駐
す
る

の
で
、
東
京
湾
地
域
の
一
切
の
海
岸
砲
・
高
角
砲
そ
の
他
の
砲
は

そ
の
口
径
の
如
何
を
問
わ
ず
尾
栓
（
閉
鎖
機
）
を
除
去
し
、
そ
の

砲
身
を
最
低
俯
角
に
下
げ
使
用
不
能
に
す
る
」
こ
と
が
要
求
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
陸
軍
お
よ
び
海
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
各
部
隊

に
下
令
し
た
。
こ
の
命
令
に
よ
り
、
第
二
海
堡
を
守
備
し
て
い
た

海
軍
警
備
隊
や
第
一
海
堡
を
守
備
し
て
い
た
陸
軍
高
角
砲
部
隊

が
、
実
際
に
こ
れ
を
実
行
し
た
か
ど
う
か
を
示
す
史
料
は
見
当
た

ら
な
い
が
、
当
然
実
行
さ
れ
た
も
の
と
判
断
す
る
。
実
際
に
第
二

海
堡
に
上
陸
し
た
の
は
、
英
国
上
陸
部
隊
で
あ
っ
た
。
八
月
三
〇

日
、
第
二
海
堡
と
震
災
で
壊
れ
た
第
三
海
堡
を
占
領
し
、
武
装
解

除
し
た
後
、
猿
島
要
塞
に
向
か
っ
た
。
第
一
海
堡
と
富
津
岬
砲
台

に
上
陸
し
て
同
砲
台
を
武
装
解
除
し
た
の
は
、米
海
兵
と
さ
れ
る
。

最
初
に
富
津
岬
南
岸
に
上
陸
し
、
さ
ら
に
第
一
海
堡
に
上
陸
、
そ

れ
ぞ
れ
武
装
〔
解
除
〕
を
終
え
、
横
須
賀
上
陸
の
連
隊
主
力
に
合

流
し
た
。
こ
の
富
津
岬
へ
の
上
陸
は
、
日
本
本
土
へ
の
最
初
の
上

陸
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
第
二
海
堡
は
英
軍
に
、
第
一
海
堡
は
米
軍
に
よ
っ
て

武
装
解
除
さ
れ
た
と
い
う
が
、
実
際
に
ど
の
程
度
に
砲
お
よ
び
砲
台

が
破
壊
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
二
海
堡
の
海
軍
高
角
砲
は
二

基
四
門
、
連
合
軍
に
引
き
渡
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
⑻
。

　

四
．
海
堡
建
設
技
術
が
土
木
技
術
に
与
え
た
影
響

　
　
　
　

港
湾
築
造
技
術
へ
の
影
響

　

第
二
海
堡
建
設
に
お
け
る
基
礎
マ
ウ
ン
ド
、
護
岸
築
造
、
埋
立
地
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第
二
海
堡
は
陸
軍
築
城
部
、
小
樽
港
は
内
務
省
の
施
工
で
あ
り
、

各
機
関
の
教
範
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
期
に
建
設
さ
れ
た

技
術
と
し
て
参
考
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

　
　
　
　

新
技
術
の
導
入

　

現
在
の
人
工
島
築
造
技
術
で
は
、
海
底
地
盤
の
沈
下
や
捨
石
マ
ウ

ン
ド
の
安
定
性
、
埋
め
立
て
地
内
で
の
支
持
力
確
保
な
ど
が
設
計
上

重
要
な
検
討
項
目
で
あ
る
。
第
二
海
堡
建
設
時
期
以
前
に
建
設
さ
れ

た
港
湾
で
は
、
水
深
の
浅
い
場
所
に
築
造
さ
れ
て
い
る
た
め
、
設
計

上
の
考
慮
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
技
術
で
あ
る
。

　

第
二
海
堡
は
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
深
が
あ
り
、
従
来
の
伝
統
的

な
石
積
み
技
術
だ
け
で
は
築
造
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
試
験

工
事
や
波
浪
な
ど
の
自
然
条
件
調
査
を
実
施
し
た
上
で
、
築
造
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
更
に
、
漁
業
で
利
用
が
始
ま
っ
た
器
械
潜
水
を
採

用
し
て
水
深
の
深
い
場
所
で
の
施
工
を
可
能
に
さ
せ
た
こ
と
は
、
新

技
術
の
採
用
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
。
第
二
海
堡

お
よ
び
第
三
海
堡
の
建
設
に
千
葉
県
富
津
地
区
か
ら
の
人
夫
を
多
く

採
用
し
て
い
た
こ
と
、
富
津
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
潜
水
器
採
貝
漁

の
支
持
力
試
験
に
つ
い
て
当
時
の
建
設
技
術
と
現
在
の
設
計
事
例
を

比
較
し
た
が
、
現
在
の
港
湾
を
建
設
す
る
際
の
設
計
基
準
で
示
さ
れ

た
考
え
方
と
、
第
二
海
堡
の
断
面
は
、
ほ
ぼ
同
等
の
値
で
設
計
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
技
術
力
の
高
さ
と
そ
の
後
の
港
湾
築
造

技
術
へ
与
え
た
影
響
が
推
測
で
き
る
。

　

明
治
年
間
に
竣
工
し
た
主
要
港
湾
と
東
京
湾
海
堡
の
築
造
年
次
に

つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
。
第
一
海
堡
の
築
造
前
に
港
湾
の
築
造
を
着

手
し
た
の
は
福
井
県
三
国
（
坂
井
）
港
（
明
治
十
一
年
）
と
宮
城
県

野
蒜
港
（
明
治
十
一
年
）
の
二
港
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
港
は
河
口

と
運
河
を
利
用
し
た
港
湾
で
あ
り
、
東
京
湾
海
堡
の
よ
う
な
本
格
的

な
海
上
施
工
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
長
崎
港
（
明
治
十
五
年
）、
横

浜
港
（
明
治
二
十
二
年
）
と
続
き
、
第
二
海
堡
、
第
三
海
堡
と
着
工

が
続
く
。『
日
本
築
港
史
』⑼ 

で
は
、
港
湾
工
事
の
先
駆
者
で
あ
る
廣

井
勇
博
士
が
工
事
監
督
し
た
小
樽
港
（
明
治
三
十
年
）
の
築
造
技
術

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
海
底
の
載
荷
力
、
捨
石
の
移
動
、
波
浪
の
動

作
、
混
擬
土
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
塊
の
耐
海
水
質
な
ど
を
調
査
し
た

と
あ
る
。
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を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
⑽
初
め
て
の
人
工
島
築
造
を
可
能
に
さ
せ
た

の
で
あ
る
。

　

五
．
海
堡
が
果
た
し
た
役
割
と
歴
史
的
意
義

　
　
　
　

世
界
が
驚
い
た
海
堡
の
建
設
技
術

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
東
京
湾

海
堡
建
設
に
つ
い
て
の
築
造
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ

た
。
こ
の
記
録
は「
日
本
帝
国
海
堡
建
築
之
方
法
及
景
況
説
明
書
」⑷

と
し
て
米
国
公
文
書
館
に
残
さ
れ
て
い
る
。
国
内
に
お
い
て
東
京
湾

海
堡
の
建
設
記
録
は
、
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、

建
設
情
報
が
判
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
前
面
に
位
置
す
る
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
口
に
海
堡

建
設
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
た
背
景
が
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
市
と

チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
湾
は
、東
京
と
東
京
湾
と
の
位
置
関
係
に
似
て
い
て
、

ア
メ
リ
カ
の
陸
軍
で
は
、
こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
、
東
京
湾
海
堡
建

設
工
事
に
関
す
る
情
報
提
供
を
日
本
に
求
め
た
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ

カ
の
陸
軍
が
求
め
た
情
報
は
、
軍
事
情
報
で
は
な
く
、
人
工
島
の
建

造
技
術
に
関
す
る
情
報
だ
っ
た
。
こ
の
要
請
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ

へ
の
技
術
供
与
を
し
た
日
本
側
の
報
告
書
に
は
、
第
一
海
堡
・

第
二
海
堡
・
第
三
海
堡
を
そ
れ
ぞ
れ
、“Sea fort N

o1” “Sea fort 

N
o2” “Sea fort N

o3” 

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
つ
け

た
名
称
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
は
、
東
京
湾
海

堡
の
こ
と
を “the artificial island in T

okyo Bay” 

と
な
っ
て

い
て
、
人
工
島
で
あ
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
た
表
現
と
な
っ
て

い
る
。

　

第
三
海
堡
は
水
深
が
三
十
九
メ
ー
ト
ル
の
大
水
深
で
あ
る
。当
時
、

こ
の
よ
う
な
深
い
場
所
に
人
工
島
を
建
設
し
た
事
例
は
な
く
、
現
在

に
お
い
て
も
施
工
例
が
な
い
。海
堡
建
設
は
驚
く
べ
き
事
由
で
あ
り
、

そ
の
技
術
力
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
少
し
前
の
年
代
ま
で
、
ち
ょ
ん
ま
げ
を
結
っ
た
後
進
国
扱

い
を
さ
れ
て
い
た
日
本
が
、
世
界
一
の
建
設
を
や
っ
て
の
け
た
の
で

あ
る
。
そ
の
当
時
は
、
独
・
蘭
・
英
が
土
木
技
術
の
先
進
国
で
あ
り
、

明
治
政
府
は
、お
雇
い
外
国
人
を
相
当
人
数
招
聘
し
て
い
る
。
ま
た
、

留
学
生
を
数
多
く
派
遣
し
て
お
り
、
技
術
力
を
蓄
え
た
と
は
い
え
、
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世
界
で
類
を
見
な
い
建
設
を
や
っ
て
の
け
る
と
は
、
誰
に
も
想
像
で

き
な
い
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
が
「
情
報
提

供
」
と
し
て
米
国
よ
り
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
海
堡
建
設
技
術
の

記
録
は
、
当
事
者
で
あ
る
陸
軍
の
文
書
・
写
真
が
の
こ
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
時
に
提
出
し
た
断
面
図
を
初
め
と
し
た
記
載
が
、
唯
一
建

設
実
態
を
想
像
さ
せ
る
記
録
で
あ
る
こ
と
は
、
西
洋
土
木
技
術
を
受

け
入
れ
、
又
は
求
め
た
土
木
技
術
者
に
対
す
る
何
か
の
め
ぐ
り
合
わ

せ
で
あ
ろ
う
か
。

　

六
．
現
状
と
保
存
・
活
用
へ
の
課
題

　
　
　
　

土
木
遺
産
で
も
あ
る
軍
事
遺
跡

　

第
一
海
堡
、
第
二
海
堡
、
第
三
海
堡
は
、
東
京
湾
要
塞
の
中
で
も
、

東
京
湾
へ
の
侵
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
重
要
な
軍
事
的
機
能
を
期
待

さ
れ
て
建
造
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
京
湾
要
塞
の
う
ち
、
現
存
し
、
か

つ
一
般
市
民
が
自
由
に
見
学
で
き
る
砲
台
跡
は
、
猿
島
と
観
音
崎
公

園
内
に
あ
る
砲
台
に
限
ら
れ
て
い
る
。
第
一
海
堡
お
よ
び
第
二
海
堡

は
砲
台
・
兵
舎
な
ど
が
現
存
し
、
砲
台
の
機
能
や
構
造
が
分
か
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
歴
史
遺
産
と
し
て
の
価
値
が
高
い
が
、
海
上
に
あ

る
た
め
一
般
市
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
現
状
で
あ
る
。

　

土
木
学
会
は
「
歴
史
的
構
造
物
の
保
全
に
関
す
る
研
究
」⑾ 

を
ま

と
め
て
お
り
、
土
木
構
造
物
の
歴
史
的
価
値
を
示
す
適
切
な
論
点
を

整
理
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
土
木
施
設
は
公
有
・
企
業
有
に
関

わ
ら
ず
人
々
の
生
活
を
長
期
間
支
え
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
公
共
施

設
で
あ
り
、
あ
る
特
定
の
個
人
の
判
断
に
よ
っ
て
処
分
す
る
訳
に
も

い
か
ず
、一
度
作
ら
れ
れ
ば
撤
去
が
困
難
な
物
件
が
多
い
。
つ
ま
り
、

工
業
製
品
や
建
築
物
と
違
い
、
世
代
を
超
え
て
存
続
す
る
「
遺
産
」

に
な
り
や
す
い
と
い
う
属
性
が
元
来
備
わ
っ
て
い
る
」。
こ
の
表
現

が
土
木
遺
産
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
さ
れ
る
。

　
　
　
　

国
内
で
初
め
て
の
海
上
人
工
島

　

こ
の
観
点
か
ら
第
二
海
堡
を
考
え
て
み
る
と
、
水
深
の
深
い
海
上

工
事
と
し
て
は
我
が
国
で
初
め
て
と
な
る
「
歴
史
的
構
造
物
」
で
あ

り
、「
築
港
技
術
」
と
し
て
の
「
土
木
遺
産
」
と
し
て
の
価
値
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　

我
が
国
の
人
工
島
の
建
設
史
を
包
括
的
に
ま
と
め
た
文
献
は
な
い
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と
把
握
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
港
湾
築
港
創
世
記
の
歴
史
を
ま
と
め

た
『
日
本
築
港
史
』⑼ 

に
よ
る
と
、
水
深
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

港
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
年
に
着
工
し
た
小
樽
港
ま
で
な

く
、
野
蒜
港
を
初
め
と
し
水
深
の
浅
い
場
所
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。

工
事
に
船
舶
を
利
用
し
な
い
と
築
造
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
い
わ

ゆ
る
海
上
工
事
に
よ
る
人
工
島
建
設
と
し
て
は
第
二
海
堡
が
初
め
て

と
な
る
。

　

浄
法
寺
が
ま
と
め
て
い
る
『
日
本
築
城
史
』⑴ 

で
は
、
わ
が
国
に

お
け
る
海
堡
の
初
め
は
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
が
、
鹿
児
島
湾
防
備

上
、
最
も
有
利
と
思
わ
れ
る
位
置
に
あ
る
海
中
の
岩
礁
や
浅
瀬
を
利

用
し
て
、
祗ぎ

園お
ん

州す

・
砂
揚
場
・
弁
天
波
戸
な
ど
の
台
場
砲
台
を
構
築

し
た
と
記
載
が
あ
る
。
次
の
海
堡
建
設
は
黒
船
退
去
後
の
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）、
品
川
沖
海
中
に
一
番
か
ら
七
番
ま
で
の
品
川
台
場

（
海
堡
）
を
起
工
し
、
一
番
か
ら
三
番
、
五
番
、
六
番
台
場
が
完
成

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
海
中
埋
立
て
の
深
さ
は
、
一
・
九
メ
ー
ト
ル

な
い
し
三
・
五
メ
ー
ト
ル
と
比
較
的
浅
い
埋
立
工
事
と
さ
れ
て
い

る
。
人
工
島
は
現
在
ま
で
に
多
く
築
造
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
多
く
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
臨
海
工
業
地
帯
の
埋
立
地

が
多
く
、比
較
的
陸
地
に
近
い
場
所
か
ら
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
海
堡
の
よ
う
な
沖
合
に
お
け
る
人
工
島
は
施
工
例
が
少
な
い
。

現
代
に
お
い
て
、
水
深
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
沖
合
に
建
設
さ
れ
て
い

る
人
工
島
は
、
関
西
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
、
東
京
国
際
空
港

（
第
四
滑
走
路
）
が
代
表
的
な
海
上
空
港
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
第

二
海
堡
と
同
様
な
護
岸
構
造
を
採
用
し
て
い
る
（
写
真
４
）。
更
に
、

大
水
深
に
建
設
さ
れ
た
第
三
海
堡
（
三
十
九
メ
ー
ト
ル
）
築
造
が
先

駆
的
事
例
と
な
っ
て
い
る
東
京
湾
の
人
工
島
と
し
て
は
、
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
木
更
津
人
工
島
（
う
み
ほ
た
る
約
二
十
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
る
。 

現
代
ま
で
数
え
て
も
第
三
海
堡
の
建
設
技
術
は
、
大
水

深
人
工
島
と
し
て
技
術
的
系
譜
に
刻
ま
れ
る
技
術
力
で
あ
る
と
い
え

る
⑿
。

　

現
在
、
東
京
湾
に
は
大
型
の
船
舶
が
航
行
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ

た
中
ノ
瀬
航
路
や
浦
賀
水
道
航
路
が
あ
る
。
こ
の
航
路
に
近
接
し
た

第
二
海
堡
の
西
側
は
、人
工
島
護
岸
か
ら
の
土
砂
の
流
出
が
著
し
く
、

砲
台
基
礎
部
が
波
浪
に
よ
り
侵
食
さ
れ
（
写
真
７
）、
完
成
時
に
は
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全
島
に
あ
っ
た
外
周
護

岸
の
崩
壊
が
進
行
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
島

全
体
の
面
積
は
、
全
体

面
積
五
万
平
米
に
対
し

て
約
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

も
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
、
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
、
護
岸
の
崩
壊

や
液
状
化
現
象
に
よ

り
、
航
路
内
に
土
砂
が

流
出
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
航
路
を
保
全
す
る

観
点
か
ら
、
土
砂
の
流

出
防
止
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
、
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
東
京
湾
口
航
路
事
務
所
が
、
可
能
な
限
り
原
形
を
留
め
た

保
全
措
置
を
実
施
し
て
い
る
（
写
真
８
）。

　

本
稿
は
、
東
京
湾
口
に
あ
る
近
代
土
木
遺
構
で
あ
る
東
京
湾
海
堡

お
よ
び
第
二
海
堡
の
建
設
概
要
を
取
り
ま
と
め
、
人
工
島
築
造
か
ら

百
年
を
経
過
し
た
明
治
期
土
木
構
造
物
の
建
設
技
術
を
確
認
し
、
港

湾
構
造
物
築
造
技
術
へ
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

建
設
に
お
い
て
は
、
波
浪
時
に
お
け
る
基
礎
捨
石
の
安
定
や
支
持

力
試
験
の
実
施
な
ど
、
現
代
土
木
工
学
の
礎
と
も
思
え
る
埋
立
工
法

の
設
計
・
施
工
が
実
施
さ
れ
、
幾
度
の
台
風
に
よ
る
被
災
や
関
東
大

震
災
で
の
被
害
を
受
け
て
も
、
現
在
ま
で
土
木
構
造
物
と
し
て
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
技
術
は
、
各
地
の
軍
港
や
近
代
港
湾
築
造
技
術
に

引
き
継
が
れ
、
国
内
振
興
の
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
財
産
が
、
東
京
湾
や
神
奈
川
県
に
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
。
本
稿
を
読
ま
れ
た
方

が
明
治
期
建
設
さ
れ
た
土
木
遺
産
に
興
味
を
持
ち
、
歴
史
を
振
り
返

写真８　現在保全工事中の第二海堡
東京湾口航路事務所撮影（2015年）

写真７　崩壊が進む第二海堡
東京湾口航路事務所撮影（2004年）
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り
、
郷
土
を
知
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
最
新
の
技
術

を
活
用
し
て
現
状
の
第
二
海
堡
を
捉
え
た
図
を
掲
載
す
る
（
図
３
、

図
４
）。
明
治
期
の
技
術
者
の
英
知
を
平
成
の
技
術
者
が
再
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
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